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育体系 の 構造 → （c）人間類型の 影響 を大枠

と して ， 四 つ の 構造的指標に つ き分析の

メ ス が入れ られ る 。 （a）で は ， 天皇制半絶

対主 義的 ブ ル ジ ョ ア 権力の 台頭 ， 国 の 主

導に な る教育財政 ， 学歴別労働市場 の 形

成， 非国家的価値 コ ミ ッ トメ ン ト の 現 出

が ， （b＞で は 教育 目標構造 の 整合性が部分

的に 喪失 した こ と ， 教育費の 調 達
・
支 出

構造の 若干 の 変化 ， 学校制度の 上向的拡

大 と統合化 ， 非合理 的価値 と合理的能力

を ア ン ビ バ レ ン トに 内面化す る人間類型

の 産出が
， （c）で は ， 学歴 エ リ ー ト ・ミ ド

ル 層の 拡大 ， 大衆教育水 準 の 向上が ， そ

れぞれ の 節項で 触れ られ て い る 。

　 こ こ で は サ ブ タ イ トル の 羅列程度 の 紹

介 し か で きない が ， 近 代化後期の 分析は

同前期 と比べ て ，い く らか迫力に 欠け る

ぎらい があ る 。 著者は 大正 ・ 戦前昭和期
の 教育 ・政治 ・経済 ・文化に つ い て 該博
な知識を もち 合わ せ て い るの に ，なぜ こ

の よ うに な っ た の か ？　 臨時教育会議以

降を 後期に して 前 ・中期を再編成 した 方

が よか っ た の か ？ こ の 時期に つ い て は ，

構造的指標を修正す べ きで あ っ た の か ？

昭和 10年代の 政策 ・ 産業社会の 形態 ・ 教

育に 関する諸資料が 出揃わ ない た め 分析

書 評

が保留され て い るの か ？

　（4） 近代 化の 行方 ……こ の 最終章ば 第
2 次大 戦の 敗戦か ら今 日に い た る ま で の

時期を 扱 っ て い る 。 近代化 の再出発 ， 教

育体系の 近代化，近 代化後期 の 人 間 類

型 ， の 三 節で構成 され る が ， 僅か 14頁で

戦後の 教育を近代化 の 観点か ら叙述 され

て い るた め ，徹底 した議論 を展 開す る こ

とは 容易で な い
。 著者が ポ イ ン トを お い

て い る事項は ， 高学歴化 とその 帰結 で あ

る と思わ れ る 。 高学歴 化の プ ラ ス
，

マ イ

ナ ス 両面が指摘され るが ， 後者が よ り強

調 され ， 学校不 適応現象 ， 受験化文化 と

そ の 影響な どが議論 され る 。 最後の 節 の

筆致は ， 成 功 よ り失敗 ， 始動 よ り終末

と， 量的充実を遂げた 日本 の 学校教育が

陥穽の 渕に あ り，した が っ て 暗い イ メ ー

ジを思わせ る 。

　ふ っ う縦糸で 綴 られ る近代化過程 が ，

こ の 本で は それ に 横糸 （体 系間の 影響関

係 と構造的指標）を編む こ と に よ っ て ，

学校教育の 推移 と他の 社会的諸機能 との

関連で 鮮明に 描 き出 して い る 。 こ の 木 の

最大 の 特徴が そ こ に あ る 。
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　地域 社会モ ノ グ ラフ の 稀に み る力作

　本 書は ， 編著 者布施鉄治 氏を 中心 とす

る研究 グ ル ープが， 1973年か ら81年に ，

北海道夕張 市で 取 り組ん だ 「地 域 総合調

査研究」を ま とめ た もの で あ る。
800 頁

を超 え る大 冊 は ， 現代 日本 の 産業都市 の

実 相を ， 総体的か っ 克明に と りお さ え る

地域社会 モ ノ グ ラ フ と して 稀に み る 力作

とな っ て い る 。

　書名 とそ の 副題 とに ，本書 の 内容 の 中

心 点が適切 に も要言 さ れ て い る 。
つ ま

り， 著者た ち は ， 今 日の 地 域社会を とら

え る 中軸に 「地 域産業変動 と階級 ・階層」

問題 をお く。 産業都市 ・夕 張を と らえ る

に あた っ て は ， まず 「日本資本主義発展

と石炭産業 の 動 向」　（第 1 章）を ， 国家

の エ ネ ル ギ ー
産業政策 ， 技術革新 と 「合

理 化」， 「労 資の 階級 的拮 抗関係」を 含め

て お さ え る 。
つ い で 「地域 社会 の 基礎構

造 とそ の変 動の 諸相」 （第 2 章）を ， 上

の 諸 動 向の 地域社会へ の 定植 ・変動 の 過

程 と して， と りわ け住 民諸階層の 定置 ・
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変動 ・再 編り 構造と して と らえて い る 。

第 3 章 〜 9 章は ， 夕張地域社会に 現に 生
きて い る勤労者 ・賃労働者 の各階層 （北
炭 H 鉱 と三 菱M 鉱 との 鉱員 ・職員 ・

組夫
層 …… 3 ・4 章 ， 自営業者層

…… 5 章 ，

誘致企 業労働者層
…… 6 章 ， 失対労働者

層 …… 7章 ， 生活保護世帯層…… 8 章 ，

自治体労黝者層…… 9 章）に つ い て ， 本

研究 の 主要方法戦略で あ る 「生 産 ・労働
一生活 史 ・誌」分析に よ っ て

，
ケ ー

ス 面
接 データ の 系統的か つ た ん ね ん な整理 ・

叙述が な され て い る 。 本 書の 後段 （第10
章以降）は ， 労働者諸層の 家族生活 とそ

れ をめ ぐる 間題点に 焦点を あて た 分析

（1  章）， 各層の 子弟へ の 教育期待 と高校
生 の 生活史 ・誌 へ の ア ブ Pt チ ー （11章），

札幌 へ 移 動 した 炭鉱離職労働者の そ の 後
の 生活誌 の 分析 （補論）， 地域政策 ・

地
域計画 へ の 地 域社 会諸勢力の 意向 と展望

　（12章）， とい う内容に な っ て い る 。

　著者た ち は ， 地域住民諸階層の 「生活
史 ・誌」 レ ベ ル に 下 りた所に ， 社 会構造
と階級 ・階層問題 との 確実な接合面 を見
い 出す と ともに ，そ の 所に

， 人間生活に

対 す る歴 史的歓会の 客観的規定性 と， 現
代を 生 き

『
披 く人間の 主体的文脈 との 重 な

りを もと らえ よ うと して い る
。 編者は そ

れを 「rマ ・ン ク ス 主義的 な構造分析』の 手
法 と ， ウ ェ

ーバ ー
的な理解社 会学の 手法

を あわせ も っ た 分析方法」 （「は じ め に 」）
と も述 べ て い る 。 序章 ・終章に 理論的に

展開 され第 1〜 12章 ・補論に 貫か れ た本
書の 方法視角の 社 会科学的 な大 きさ と骨
太 さ ， 及び 「実証社会学」 と称す る著者
た ち グ ル ープ の 調査研究に 注い だ エ ネ ル

ギ ーの 巨大 tt， の 二 点は ， そ こ に 浮 ぎ彫
りに され た 炭 都 ・夕張に 生 きる 人 々 の 苦

渋 の 労働 ・生 活の 実相 と ともに
， 読み 通

し て の 第
一

の 印象で あ っ た 。 類 例 をみ る
こ との 少な い 社会学的実証研究の 貴重な
成果 で あ る と考え る 。

　大 著を教育 社会 学 の 立 場か ら読む

　本霽刊行以 来 ， 社会学や隣接諸学の 立
場 か らす で に 10篇を こ え る書評 が公 に さ

れ て お り ， 浅学 非才 の 評者が駄文 を つ け

加 える こ とが た め らわ れ るほ どで ある。

しか し 『教育社会学研究』誌上 に せ っ か

くの ス ペ ー
ス を与え られ た の で ， こ の 大

著を教育社会学の 立場 で ど う読むか
， を

考え た い
。

　 無論 ， 本書 自体は ， 教 育社会学 とい っ

た 一
特殊領域 を主 要テ ーマ とす る もの で

は な く，む し ろ社会学を もこ え て社会科
学 全体に と っ て の 「社会 と人間」 を射程
に お くもの と言 え よ う。 しか しそ こ に こ

そ教育社会学的問題論が 浮か び上 が っ て

い る と考え る 。

　　厂生 産 ・労働
一

生活史 ・誌 」分析 の 教

育 論的意味

　 城戸幡太郎は か つ て 「教育科学 とは ，

社会の 発達を人間に 集約 して 研究す る科
学で ある。 教育の 理 念は 発達で あ る が ，

それは 単に 個人 と して の 人 間 の 発達で は

な く，社会の 発達 と関連 して の 人間の 発
遠で ある 」 （「個人 の 発達 と社 会の 発達」）
と述べ て い た 。 子 ども ・青年や成人 が発
達 しつ つ あ る と い うとき ， それ は

一
見個

個人 に 属す る こ とが らの よ うに 見え なが

ら・ 実際に は ， 彼 等の 生 まれ なが らの 資

質や 個性 に 即 しなが らも ， 歴 史的社会が

発達 して い る ， とい う文脈が貫 い て い る 。

個 々 人が 客観的に 背 負 う発達の 課題は ，

そ の 歴史的 社会の 発達課題に 深 く根ざ し

て い る の で あ る 。

　 「社 会の 発達を人間に 集約 して 研究 す

る」 と文章 に すれ ば一
行 であ るが ， 教育

科学に お け る発達研究は ， か た や個人心

理学の 発達論 ・発達般 階論 ， こ な た社 会
の 価値 ・規 範 ・役割 の 内面化 と して の 社
会化論 ，に ：二極化 し （ピ ア ジ ェ の デ ュ

ル

ケ
ー

ム 批判問題 の 未解決を想起せ よ），

社 会の 発達課題 が 個人 の 発達課題へ と転i
轍す る ドラ マ の フ ィ

ー ル ドを必 ず しも見
い 出せ て こ なか っ た 。 布施氏 らの 提唱す
る 「生産 ・労働一

生活史 ・誌」分析は ，

教育 の 科学的研 究が 本来求 め て や まな い

「社会の 発達 と個人の 発達」 問題 へ の 本
格的切 り込み に な っ て い る と考え る 。

　た とえぽ本書で
， 炭都 ・夕張 に お け る

勤労諸階層の 労働生 活 と家族生活 は ， 著
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書 評

しく 「苦渋に み ち た 」 もの と して 描き出

され て い る （安楽に 生活を享受 して い る

姿は 出て こ な い ）。 そ の 「苦渋」 は ， 個 k

人 や 一家族 が偶然に 被 っ た 苦 しみ と して

で は な く， ま さに 歴史的社会的規定性を

そ の 「生 活史 ・誌」 に 刻み 込み なが ら生

き る人 閇の 苦闘 として 叙述され て くる 。

そ れ は
， 個人 ・家族の 人間的苦 悩で あ る

に とどま らず ， 歴 史 的 社 会の 発達課題

を ，階級 ・階層的規定性に お い て 客観的

に 背負 うがゆ えの 「苦渋 ・苦闘」に 他な

らな い こ とが示 され て い る。

　 3 章 2 節 rH 鉱直轄鉱員 層 の 事 例分

析」 を例に とれ ば，31の 対 象 ケ ー ス に つ

い て ， 出身地 ，出身階層 ， 学歴 ， 職歴 移

動 ， 夕張来注 ， 炭鉱入職 ， 入職後の 職種 ，

技術教育 ， 結婚 ， 家族生活史 ， 社会関係，

将来展 望 ， 労働組合員史 ， 労働組合へ の

評価，機械化 と労働集団変容 ， 就労状況 ，

労働条件の 問題 と解決法 ， 国へ の 要求 ，

支持政 党等の 項 目に つ い て の 聴 き取 りデ

ータ が 整理 ・ 分析 さ れ て い る 。 そ こ に

は ， 地 域産業変動 ， 戦争，
：＝ ネ ル ギ ー

政

策転換 ， 機械化 ・「合理 化」， 労働運動等

の 歴 史の 中に 階級 ・階層的規定を うけな

が ら ， 生き抜 く労働者 の 「生の 証 し」 が

刻み込 まれて い る 。 と りわ け ， 来住・入職

過程に お け る生業追究や ， 機械化の 中で

の 「先出」制 の 後退 と新 し い 労働編成 ・

過密労働の 実態等 の リ ア ル な記述の 中

に ，
「苦渋に 満ちた 生 の 証 し」 とは ， 社

会の 発達課題を背負 うが ゆえに 他な らな

い こ とが浮か び上 が っ て い る と考 え る 。

　住 民諸階層 ご とに ， ま た 階層 内に お い

て もい くつ か の 型に よ っ て ， そ うした 苦

渋 と課題 の 様相は 異な っ て 描 ぎ 出 さ れ

る 。 そ れ らの 全体を通 して ， 人び との 現

実の 生活 が もつ 課題性 と創造性 （主体的

文脈）は ， そ の 十 全な る認識 と組織の あ

り方を ， 企 業 ， 労働組合 ， 自治体等社会

諸機関 の 中に 定置 して は い な い
。 　「両者

の 問 に 大 きな乖離が現実の 問題 と し て 生

じて い る」　（終章） と結論 され て い る 。

し か し ， そ の 「乖離」 を 理論面 ・実証面

で 直ち に 埋め 切 れな い こ とを も っ て 「生 す る よ うな ，

産 ・労働
一

生活史 ・誌」分析の 意味が失

わ れ る の で は な く， 社会の 発達課題 が ，

個人の 発達課題 へ と転化す る ド ラ マ の 舞

台を ， 地 域産業 変動 の 中で の 階級 ・階層

に お け る 「生活史 ・誌」に 見い 出 し描 き

出 した 点に ， 本書 の 最 も深 い 教育論的意

味があ る と考え る 。

　「社会移動 と教 育」問題の 再構成 と して

　 「生活史 ・誌」分析で は ，親 の 階層，

本人の 学歴 ， 職歴 ， 地域移動 ， 技術習得 ，

子 弟の 教育状況 と期待 ， 等が取 り上 げ ら・

れ て い る 。 第 3章〜 9 章 と補論 に お け る

約 300 事例の デ ー
タは ， それ 自身 ， 世代

内
・
世代間 の

， 地域的 ・階層的な社会移動

（social 　mobility ）， 及び それ と教育 （学

校教育 ， 職業訓練 ， 企 業内教育 を含む）

との か か わ りに 関す るぽ う大な デ
ー

タ 集

積 とな っ て い る。 　（本書各章か ら ， そ の

部分の み抜 き出 して ， こ の 問題だけ の 系

統的再 整理 ・分析を ， とい っ た 欲 も出る 。 ）

しか し， こ の 点で の 本書の 特徴は ， 面接

デ ータ の ぼ う大 さに あるの で は な い
。

　従来 ， 教育社会学に お け る 「階層移動

と教 育 」研究は ， 職業 ・収入 ・財産 ・社

会的威信等を指標 と し て 序列化 された 階

層秩序を措定 し ， そ こ に お ける 匱代内 ・

世代間の 上 昇 ・下 向 ・平行移動を問題に

し て きた 。 そ こ で は ，学校教育が ， 社会
の 階層秩序を再 生産す る機態を担 うもの

と して （そ の 働 きを肯定す る Z・c せ よ ， 告

発す る に せ よ）と らえ られて きた 。

　本書に お け る階級 ・階層の 把握 は
， 抽

象 的序列を排 して ， 具体的存在様態に お

い て ，
つ ま り資本主 義の 発展 の 下で の 階

級的拮抗関係に 規定 され つ つ 変動 し
， そ

こ に 生 きる人 々 の 主体的 文脈を重 ね合わ

す も の として な さ れ て い る 。 そ の こ と

は ， 社会移動が ， 抽象的な上 昇 ・下 降 と

して で は な く， 苦 闘 と課題 を伴 う具体性

に お い て 把握 され る こ とを意味す る 。 教

育社会学の r社 会移 動 と教育 」 研 究 が，

階層 ヒ エ ラ ル ヒ ーと学 校 ヒ エ ラ ル ヒ ー と

の 機能循環論の
一

つ の 行 き詰 ま り （評者

は 「行 き詰ま り」 と観察 し て い る）を脱

　　　　　何 らか の 問題 論再 構成が求
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め られ て い る とすれ ぽ ， こ こ に そ の
一

つ

の 方向が示唆 され て は い ない だろ うか 。

こ こ で は ， 諸階層に と っ て の 学校教育 の

意味が ， 抽象的な階層上 昇手段 と して で

は な く， 具体的課題性を帯びて 甦 っ て く

る 。 それは ち ょ うど ， 戦前東北農民 とそ

の 子弟に と っ て
， 北方性の 生活綴方運動

が 有 した意味を想起 させ もの で ある 。

　 本書に お ける固有の 教育問題 へ の ア ブ

P 一チ で ある とこ ろ の 第11章に お い て
，

「父母 の 子弟へ の 教育期待」 と 「高校生

の 生活史 ・誌」 の 部分が ，　 （評者の 表現

で 言 うと） 「学 校教 育を め ぐる抽象化 と

具体性復興 との せ め ぎ合い 」 に つ い て 比

較的無 自覚で あ る点がやや 残念で ある 。

「生 産 ・労働
一

生活史 ・誌」 分析を基底
に お い た 上 で の ，地 域教育問題へ の よ り

総合的な ア プ ロ ーチ に
， 著者た ち グ ル ー

プが 着手され る 日 を 期待を持 っ て 待ち

たい
。

　 「生 活史 ・誌」 分析 と ， 意識 ・価値 ・

文 化

　序章に は， 「資本 の 価値増殖の 論理 に

そ うた 価値志向」 と，
「それ を止 揚せ ざ

る を得な い 人間的価値志向」 との 対抗が

述 べ られ て い る 。 こ の よ う な価値葛藤

を ， 人び との 「生活史 ・誌」 に お い て 具

体的に とりお さ え よ うとすれば ， 社会学

で 「社会意識論」　「文化論」 と呼 ばれ る

固有の 領域を分析枠に 取 り込む 必要が あ

りは しない か 。 それか あ らぬ か ， 面接事
例 で対 象者 の 生活意識 ・社会意識に か か

わ る叙述が他 の 部分に 比 べ て や や平板 と

の 印象を受けた 。 先の 「乖離」 をめ く
“

る

困難に つ い て も， 労働組 合の あ り方 に 焦

点化 されな が らも指導部だ けに 帰す t と
の で きない 問題 ， 「資本一賃労働関係 の

熟化」 の 一
句に 含ま れ なが らも表現 し切

れ て な い 問題 が ある の で は な い か 。 人間

生活へ の 外側か らの 規定が ， 主体に 内面
化 しそ の 行動 と意識をま ぎ込 ん だ生活の

あ り方 と して 常態化する ， そ の 通路は 同

時に
， 「規定 し返す」 人間 の 自律性 ・創造

性が 留保され析 出する ポ イ ン トで もあ る

だ ろ う。 だ とす れ ば ，
こ の レ ベ ル （た と

えば 「社 会意識」や 「生 活文化 」 と して

問題 に されて きた ）に お け る せ め ぎ合い

が ， 積極的に 分析射程に 入れ られ る べ き
で は ない だ ろ うか 。 こ うした提起に は ，

著者た ちは 別の 解答を用意 して い る の か

も知れ な い が ， そ の 点が読み とれ なか っ

た 。

　 大部 な 力作の た め ， 十分に 読解 した か

どうか の 自信 が持 て な い
。 誤読に もとつ

く妄言が あれ ぽお許 し願い たい
。
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